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校友会

ホームカミングデー
平成30年10月6日（土）・７日（日）

　
平
成
30
年
10
月
６
日（
土
）・７
日（
日
）

に
、
平
成
30
年
度
関
西
福
祉
大
学
校
友

会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
台
風
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
社
会
福
祉
学
部
1
期
生
〜
18
期

生
、
看
護
学
部
1
期
生
〜
9
期
生
の
74

名
の
卒
業
生
の
来
学
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
関
西
福
祉

大
学
Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
会
」（
詳
細
は
Ｐ
3
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）「
恩
師
と
の
自
由

面
談
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
再
会
で
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
年
度
も
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
の
方

に
帰
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
持
ち
し
て
い
ま
す
！

　
な
お
、
来
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
母
校
で
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
等
、
ご
要
望
が

あ
れ
ば
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

W
elcom

e back KAN
PU

KU
!

懐
か
し
い
顔
に
ま
た
会
お
う
。

　平成30年10月6日（土）ホームカミングデー内のイベントと
してＰＳＷの会が開催されました。「福祉サービスとソーシャル
ワーク」というテーマで5期生の藤井宏昭さんにお話していただ
きました。精神保健福祉士の定義・義務、そして理念について振
り返り、障害福祉サービスから介護保険サービスに移行となる
事例を基に制度と制度の境目について学びを深め、専門職とし
て経験だけでなく根拠と制度を自分の技術として昇華させるた
めに自己研鑚に努めることの大切さを参加者で共有しました。
　お話の後には質疑応答及び意見交換の時間が十分に設けら
れていたので、参加者も自由に発言することができました。
精神健康福祉士としての経験年数関係なく、また違う分野で
仕事をされている方も「よし！明日からも頑張るぞ！」と参
加者それぞれが決意を新たに、関西福祉大学ＰＳＷの会を終
えることができました。

関西福祉大学PSWの会

PSＷの会に興味のある方は、
校友会事務局までお問い合わせ下さい。 ＴＥＬ 　0791-46-2715（校友会事務局） メール 　koyukai@kusw.ac.jp
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校友
インタビュー

❶ 現在のお仕事について ❷ 社会人となって（勤務されて）いかがですか？学生のときと意識がどう変わりましたか？
❸ 今後の抱負について聞かせてください。 ❹ 資格取得等、現在の目標（将来の夢）について聞かせてください。
❺ 休日はどのように過ごしていますか？
　 趣味やストレス解消法など

❻ 就職活動や学生生活について、後輩へのアドバイスをお願いします。
　 学生のときにもっとしておけばよかったことなど

❼ 在学生へのメッセージ

１
お
客
様
か
ら
ご
請
求
い
た
だ
く
給
付
金
や
保
険
金
の
支

払
業
務
・
決
裁
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
請
求
書
類
の
点

検
業
務
と
支
払
決
裁
が
主
な
業
務
で
す
。

２
社
会
人
と
な
っ
て
、
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
“
責
任

の
重
さ
”
で
す
。
年
次
を
重
ね
、
ま
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
年
々
責
任
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
小
さ

い
こ
と
、
大
き
い
こ
と
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
発
言
や
行
動
に
責

任
を
持
つ
こ
と
は
社
会
人
と
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。３

今
年
度
か
ら
“
業
務
主
任
”
と
い
う
立
場
に
な
り
、
自

身
の
業
務
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
後
輩
や
周
囲
の
状
況

に
よ
り
一
層
目
を
向
け
、
育
成
や
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
今
は
、
新
し
い
所
属
に
異
動
し
て
き
た
ば
か
り
な
の
で
、

日
々
の
経
験
を
大
切
に
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
け

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
家
族
や
友
人
と
買
い
物
や
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
、
旅
行
に

行
っ
た
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

６
学
生
時
代
は
、
時
間
が
た
っ
ぷ
り
と
あ
る
の
で
、
い
ろ

ん
な
所
へ
旅
行
に
行
っ
た
り
、
広
い
世
界
に
目
を
向
け

て
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
。
社
会
人
に
な
る

と
、
ま
ず
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
大
学
生
の
内

に
経
験
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
周
り

の
友
達
を
大
切
に
し
た“
一
生
モ
ノ
”
の
関
係
を
築
い
て
下
さ
い
。

７
大
学
生
と
い
う
の
は
、
学
生
の
中
で
最
も
自
由
で
、
視

野
を
広
げ
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
だ
と

思
い
ま
す
。
今
や
り
た
い
事
は
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
。
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
大
切
に
し
て
、
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

日々の経験を大切にして

中山　法子さん
平成21年度卒業
社会福祉学部10期生
日本生命保険相互会社
支払サービス　給付金G
業務主任

１
慢
性
期
病
院
の
重
症
・一
般
病
棟
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。私
が
担
当
し
て
い
る
部
署
は　

人
工
呼
吸
器
装
着
患
者
・
内
科

外
科
問
わ
ず
様
々
な
疾
患
の
患
者
様
が
い
ま
す
。

２
考
え
た
こ
と
を
実
際
に
行
動
に
う
つ
さ
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
起

き
た
こ
と
に
対
す
る
対
応
方
法
・
み
る
べ
き
こ
と
・
こ
れ
か
ら
起
こ

る
こ
と
を
常
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
の
授
業
で
は
、
紙
の
上

で
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
現
場
に
で
る
と
、
頭
の
中
で
す
す
め
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
大
学
で
勉
強
し
た
こ
と
を
、
す

ぐ
に
行
動
に
う
つ
せ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
常
に
復
習
し
、
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

３
様
々
な
疾
患
に
対
応
で
き
る
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
部
署
は
、
重
症
病
棟
な
の
で
、
術
後
は
１
泊
、
２
泊
し
他
の

病
棟
に
転
棟
す
る
患
者
様
が
多
い
た
め
、
短
期
間
の
関
わ
り
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
、
患
者
様
一
人
一
人
に
あ
っ
た
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

４
Ｑ
３
と
同
じ

５
友
人
と
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
、映
画
鑑
賞
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。趣

味
は
カ
フ
ェ
巡
り
。友
人
と
話
す
こ
と
で
、良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま

す
。ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
、普
段
掃
除
で
き
な
い
細
か
い
と
こ
ろ
を
無
心
に
綺

麗
に
し
、ス
ッ
キ
リ
す
る
こ
と
で
す
。

６
就
職
活
動
は
、早
め
に
病
院
見
学
に
行
き
、情
報
を
得
て
準
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。自
分
が
何
を
し
た
い
か
、

何
を
目
指
す
か
を
決
め
て
お
く
と
就
職
先
を
決
め
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
祭
の
局
や
、サ
ー
ク
ル
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
体
験
な
ど

を
面
接
で
話
題
に
で
き
た
り
、そ
こ
で
得
た
も
の
は
、就
職
し
て
か
ら
必
ず

役
に
立
ち
良
い
経
験
に
も
な
り
ま
し
た
。ま
た
、興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
は
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
就
職
活
動
に
も
役
立

つ
と
思
い
ま
す

７
大
学
時
代
は
勉
強
や
課
題
、実
習
な
ど
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、一
生

懸
命
取
り
組
め
ば
、就
職
し
て
か
ら
役
に
立
つ
こ
と
も
多
い
で
す
。頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

様々な疾患に対応できる看護師を目指して

新路　晴香さん
平成28年度卒業
看護学部　看護学科８期生
岡山県内病院
看護師

１
地
元
の
福
崎
町
立
福
崎
小
学
校
で
、

小
学
校
教
諭
を
し
て
い
ま
す
。

２
学
生
の
時
が
い
か
に
楽
で
楽
し
い
生

活
を
し
て
い
た
か
と
思
い
ま
し
た

（
笑
）
働
き
出
し
て
か
ら
ぐ
っ
と
責
任
が
重
く

の
し
か
か
り
、
最
初
の
頃
は
辛
く
辞
め
た
い
と

思
う
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
子
ど

も
が
可
愛
い
な
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
働
く
こ

と
へ
の
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。

３
「
わ
か
る
授
業
」
子
ど
も
へ
も
っ
と
寄

り
添
え
る
教
師
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
。

４
「
先
生
が
担
任
で
よ
か
っ
た
！
」
と
子

ど
も
た
ち
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
教
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

５
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
行
っ
た
り
、
同
期
の
友
人
と
食

事
に
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

６
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
っ
と
し
て
お
け

ば
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
学
生

の
時
間
の
あ
る
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積

む
こ
と
で
、
就
職
活
動
に
も
、
働
き
出
し
て
か

ら
も
自
分
の
武
器
に
な
る
な
と
思
い
ま
す
。

７
私
の
学
生
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
悔
い
の
な
い
よ
う
に
、
沢
山

学
ん
で
遊
ん
で
、
楽
し
い
学
生
生
活
に
し
て

く
だ
さ
い
。

子どもに寄り添える教師を目指して

衣笠　千尋さん
平成29年度卒業
発達教育学部１期生
（現：教育学部）
兵庫県教育委員会
福崎町立福崎小学校
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今
年
の
９
月
に
学
生
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
研
修
旅
行

に
引
率
と
し
て
参
加
し
た
。
最
高
気
温
は
22
度
で
晴

れ
の
日
が
続
い
た
。
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は
水
の

都
と
い
わ
れ
、
大
小
19
の
島
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

中
心
部
か
ら
西
に
琵
琶
湖
の
何
倍
も
あ
る
メ
ー
ラ
レ

ン
湖
、
そ
こ
か
ら
東
の
バ
ル
ト
海
に
湖
水
が
流
れ
て

い
く
。
淡
水
か
ら
海
水
に
変
わ
る
中
心
部
に
中
世
の

街
並
み
を
残
す
ガ
ム
ラ
ス
タ
ン
（
旧
市
街
）
が
あ
る
。

王
宮
、
高
い
塔
を
持
つ
教
会
、
そ
し
て
ノ
ー
ベ
ル
博

物
館
が
あ
る
。
12
月
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
週
間
に
は
、
授

賞
式
、受
賞
者
の
ス
ピ
ー
チ
（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）、

晩
餐
会
（
市
庁
舎
）、
舞
踏
会
（
市
庁
舎
）
が
あ
り
、

多
く
の
受
賞
関
係
者
と
観
光
客
で
賑
わ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
の
主
な
目
的
は
、
福
祉
、
教
育
、

看
護
の
視
察
・
研
修
に
あ
っ
た
。
私
は
、
２
０
０
９

年
の
第
１
回
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
研
修
旅
行
か
ら
何
回
か

引
率
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

今
ま
で
以
上
に
魅
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
２
つ

だ
け
例
を
紹
介
し
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
大
学
の
日
本
語
学
科
の
学
生
と
の
交
流
で
あ
る
。

学
科
に
は
60
人
ほ
ど
の
学
生
が
い
る
が
、
そ
の
う
ち

20
人
が
日
本
語
の
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
自
由
行
動
日
に
も
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
良
い
友
達
に
な
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
う
一
つ
は
、
軽
度
の
知
的
・
精
神
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
た
ち
の
舞
台
芸
術
。
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
そ

し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
健
常
者
と
一
緒
に
演
技
す

る
。
普
段
か
ら
練
習
を
積
み
重
ね
、
年
に
一
、二
度

発
表
会
を
す
る
。
そ
の
活
動
は
一
種
の
労
働
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
運
営
費
は
市
か
ら
補
助
さ
れ
る
。
参

加
し
た
学
生
は
、
寸
劇
を
見
た
後
一
緒
に
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
。
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
も
し
ょ
う
が
い
者
の
舞
台
芸
術
は
あ
る
が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
方
が
広
が
り
と
質
の
高
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

　

関
西
国
際
空
港
が
台
風
21
号
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
、
離
着
陸
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
中
部
国
際
空

港
よ
り
帰
国
し
た
。
帰
国
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と

後
期
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。
学
生
た
ち
は
ま
だ
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
想
い
を
馳
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
は
、
大
学
院
の
研
究
科
長
を
し
て
い
る
の
で
、
大

学
院
入
試
に
取
り
掛
か
っ
た
。
参
加
者
か
ら
大
学
院

進
学
す
る
人
の
い
る
こ
と
を
望
み
つ
つ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
魅
力

～
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
～

主な担当科目
社会保障論Ⅰ・Ⅱ
社会保障研究特講・演習（大学院）
比較福祉研究特講（大学院）

藤岡　純一 教授

大学院社会福祉学研究科長

研究室
から

From laboratory
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災害ボランティア（校友会助成）
　平成30年８月５日（日）学生39名が集まり、バス２台で倉敷市真備町へ向かい災害ボランティア
活動に行ってきました。たくさんの先生に見送られ出発し、現地では看護学科の先生や学生もサポー
トをしました。
　初めて被災地を訪れる学生も多く、ニュースだけでは分からない１ヶ月たっても復興にはまだほど
遠い現状を目の当たりにし、それが被災地では日常になっていることを知った学生たちでした。その
中で、個人でボランティアを続けたいという学生・現地に行くだけがボランティア活動ではないと別
の方法を考えようとする学生もいました。
　現場では３グループに分かれて活動し、限られた時間の中で床板の撤去や床下の泥だしに汗を流し
ました。５時間という短い活動でしたが、この活動により、学生たちがそれぞれに何を思って、これ
からどう活かすのか、期待したいと思います。

　

校
友
会
の
助
成
に
よ
り
、
図
書
館
内
の

ト
イ
レ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

開
学
当
時
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

い
た
ト
イ
レ
で
し
た
が
、
こ
の
度
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
和
式
ト
イ
レ
は
洋
式

化
さ
れ
、
洗
面
コ
ー
ナ
ー
も
自
動
水
栓
と

な
る
等
、
読
書
や
学
習
場
所
と
し
て
図
書

館
を
利
用
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
が
よ
り
快

適
に
過
ご
せ
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

㈱
姫
路
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
と
の
産
学
連

携
に
よ
り
、
平
成
30
年
４
月
に
再
始
動

（
平
成
24
年
か
ら
活
動
停
止
）
し
た
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
前
日
本
女
子
代
表

コ
ー
チ
の
水
野
秀
一
氏
を
監
督
に
迎
え
、

選
手
12
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
３
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
勉
学
と
の
両
立
、
学

生
生
活
も
充
実
で
き
る
よ
う
に
、
練
習
効

率
を
徹
底
的
に
追
求
し
、
練
習
時
間
は
、

週
５
日
、
１
日
２
時
間
で
設
定
し
て
い
ま

す
。
結
果
、
４
月
22
日(

日)

に
開
幕
し

た
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
春

季
リ
ー
グ
（
７
部
）
で
は
、
１
セ
ッ
ト
も

失
わ
ず
に
完
全
優
勝
（
５
戦
全
勝
）
で
６

部
昇
格
。
９
月
９
日
（
日
）
か
ら
開
催
さ

れ
た
秋
季
リ
ー
グ（
６
部
）で
も
、１
セ
ッ

ト
も
失
わ
な
い
完
全
優
勝
（
７
戦
全
勝
）

で
５
部
昇
格
を
決
め
ま
し
た
。
イ
ン
カ
レ

で
は
、
１
部
リ
ー
グ
所
属
の
園
田
学
園
女

子
大
学
と
２
部
リ
ー
グ
所
属
の
兵
庫
大
学

に
勝
利
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

Cam
pus News

図
書
館
ト
イ
レ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

指
定
強
化
ク
ラ
ブ

活
動
成
果
報
告

す
る
な
ど
、
初
年
度
か
ら
注
目
度
の
高
い

チ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
将
の
川
上
（
児
童
教
育
学
科

１
年
）
は
、
第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
福

井
国
体
）
の
兵
庫
県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
も

選
出
さ
れ
、
兵
庫
県
の
５
位
入
賞
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
、
継
続
的
な
小
中
学
生
対

象
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
開
催
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
倉
敷
市
）、
香
港
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
の
国
際
交
流
な
ど

様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
２
月
９
日
か
ら
は
、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
ー
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
「
全
国

６
人
制
リ
ー
グ
男
女
優
勝
大
会 

決
勝
大

会
」
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
。
全
国
強

豪
10
チ
ー
ム
と
の
各
地
（
山
梨
、
東
京
、

愛
媛
、
長
野
、
新
潟
）
で
の
リ
ー
グ
戦
と

な
り
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
活
動
を
通
し
た
学
生

の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
チ
ー
ム

目
標
と
し
て
は
、「
日
本
を
代
表
す
る
選

手
の
輩
出
と
最
短
で
の
１
部
昇
格
を
め

ざ
す
」
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
ご
支

援
・
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
公
式
サ
イ
ト
…

h
ttp

s://w
w

w
.k

u
sw

.a
c

.jp
/

w
v

b

）

●
剣
道
部

　

平
成
30
年
10
月
28
日
（
日
）
第
66
回
全

日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
が
、
丸
善
イ
ン

テ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
大
阪
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
男
子
団
体
で
全
国
大
会
出
場
は
、

11
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。
結
果

は
、
環
太
平
洋
大
学
に
２
対
２
の
代
表
戦

で
惜
し
く
も
敗
退
い
た
し
ま
し
た
。

　

緊
張
感
の
あ
る
大
き
な
舞
台
で
、
本
学

剣
道
部
の
代
表
と
し
て
戦
え
た
こ
と
、
応

援
と
し
て
今
大
会
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
で
繋
ぐ
１
本
の
重
さ
、
勝
ち
き

る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
知
り
、
ま
た

こ
の
舞
台
で
戦
え
る
よ
う
、
部
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

トイレリニューアル

剣道部 女子バレーボール部
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の
歓
迎
会
も
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。

　

焼
い
て
食
べ
て
…
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
次
は
手
巻
き
寿
司
パ
ー

テ
ィ
ー
‼
と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る

「
チ
ー
ム
清
華
苑
」
の
面
々
で
す
。

　

男
子
バ
レ
ー
部　

現
役
・
Ｏ
Ｂ
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
現
役
と
Ｏ

Ｂ
と
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
戦
と
親
睦

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
私
達
が

在
籍
し
た
当
時
と
違
い
、
新
設
さ
れ
た
体

育
館
や
部
員
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
活

気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
2
部
昇
格
と
い
っ
た
最
近
の

目
ま
ぐ
る
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
後
輩

達
へ
の
励
と
さ
ら
な
る
成
長
を
願
っ
て
、

今
後
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
役
バ
レ
ー
部 

対 

Ｏ
Ｂ

交
流
戦
＆

親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

毎
年
、
年
2
回
程
度
、
飲
食
店
や
会

員
宅
に
お
い
て
親
睦
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
会
場
は
会
員
宅
（
職
員
寮
）。

勤
務
が
早
く
終
わ
っ
た
会
員
が
買
い
出
し

や
下
準
備
を
行
い
、
み
ん
な
で
た
こ
焼
き

を
作
っ
て
食
べ
て
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

親
睦
会
で
は
、
近
況
報
告
（
同
じ
法
人

内
で
も
働
い
て
い
る
施
設
が
違
う
と
顔
を

合
わ
せ
て
話
す
機
会
が
あ
ま
り
な
い
た

め
）
や
「
校
友
会
は
り
ま
支
部
」
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
今
年
入
職
し
た
卒
業
生

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス

個
別
校
友
会
　
助
成

清
華
苑
グ
ル
ー
プ
で
働
く

関
西
福
祉
大
学
卒
業
生
の

定
期
親
睦
会
２
０
１
８
夏

●
サ
ッ
カ
ー
部

　

発
足
か
ら
４
年
で
１
部
昇
格
！

　

４
月
に
開
幕
し
た
関
西
学
生
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
（
２
部
Ａ
リ
ー
グ
）
は
、
12

チ
ー
ム
の
２
回
戦
総
当
り
方
式
（
前
期
・

後
期
）
を
行
い
、
前
期
は
８
勝
２
敗
１
分

で
関
西
福
祉
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
、
大

阪
経
済
大
学
の
３
チ
ー
ム
が
勝
点
で
並
ぶ

混
戦
状
態
と
な
り
、
９
月
16
日
か
ら
始

ま
っ
た
後
期
に
お
い
て
も
３
チ
ー
ム
が
順

調
に
勝
点
を
積
み
上
げ
て
優
勝
争
い
を
繰

り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

サッカー部個別校友会　「チーム清華苑」個別校友会　「男子バレーボール部OB会」

　社会福祉学部「演習・コミュニティアワーⅡ」萬代ゼミの学生が企画した「関西福祉大学～熊本
支援プロジェクト～」が、平成30年９月10日（月）～14日（金）に実施されました。参加した
学生は、社会福祉学部18名、看護学部２名、教育学部１名の合計21名。熊本地震により被災され
た方の心のケアを目的に、障害者支援施設、幼稚園、児童クラブ、仮設住宅等を訪問し、交流しま
した。現地では、学生たちが考えた遊び・レクリエーションを実施する機会もあり、現地の方々に
喜んで頂くことができました。また、仮設住宅におけるコミュニティづくりの課題など、今もなお
熊本地震の影響がある現状を伺いました。学生たちは復興への思いを一層強く感じていました。

関西福祉大学 ～熊本支援プロジェクト～（校友会助成）

　

11
月
24
日（
土
）の
最
終
節
に
お
い
て
、

自
動
昇
格
を
か
け
た
大
阪
産
業
大
学
と

の
試
合
に
敗
れ
、
12
月
２
日
（
日
）
の

１
部

－

２
部
Ａ
入
替
戦
に
お
い
て
、
み

ご
と
大
阪
学
院
大
学
に
１

－

０
で
勝
利

し
、
１
部
昇
格
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
を
最
後
に
入
替
戦
に
お
い

て
、
２
部
Ａ
の
大
学
が
１
部
の
大
学
に

勝
利
し
た
こ
と
は
な
く
、
７
年
間
14
試

合
の
全
て
が
１
部
チ
ー
ム
残
留
と
い
う

結
果
が
続
く
中
、
本
学
が
歴
史
的
勝
利

を
お
さ
め
ま
し
た
。
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ひとくちメモ

個別校友会助成のご案内
　ご結婚される卒業生の方に、校友会より祝電をお送り
します。ご希望の方は下記の①～⑨を電話かＦＡＸまたは
Ｅメールで校友会事務局までお知らせ下さい。

関西福祉大学
校友会報　第33号

●発行日　平成31年１月15日
●発行所　関西福祉大学　校友会
〒678‒0255 兵庫県赤穂市新田 380‒3
Tel. 0791‒46‒2525（大学代表）
Tel. 0791‒46‒2715（校友会事務局）
Fax. 0791‒46‒2526（大学代表）
e-mail: koyukai@kusw.ac.jp

●大学HP
　https://www.kusw.ac.jp/

●校友会HP
　https://www.kusw.ac.jp/kouyukai/

●校友会 Facebook
　https://www.facebook.com/kuswkouyukai

◎次号は2019年 7月下旬発行予定 !!

Information

インフォメーション
キャリア開発課では

卒業生の支援もしています
　再就職や転職の際の履歴書・職務経歴書の添削、模擬
面接や各種相談等をお受けしています。また、大学に届
く求人情報をインターネットで閲覧できるように卒業生
用の ID とパスワードを交付しています。利用方法などお
問い合わせください。

キャリア開発課
0791-46-2847（直通）

結婚式祝電サービス

HP・異動報告のお願い等

※ご依頼は挙式当日の
　一週間前までに
　お願いします。

①お名前
②電話番号
③挙式日時

④式場名
⑤式場住所
⑥式場電話番号

⑦新姓
⑧新住所
⑨電報の種類

※標準もしくは
　キャラクターを
　お選び下さい。

●開学／平成 9 年（1997 年）4 月
●開設（大学院）／平成 21 年（2009 年）4 月
●学部・学科／社会福祉学部　社会福祉学科
　　　　　　　看護学部　看護学科
　　　　　　　教育学部　児童教育学科　保健教育学科
●大学院／社会福祉学研究科　看護学研究科　教育学研究科
●教員数／専任 84 名（助手含む）
●在学生数／ 1,178 名
●卒業生数（学部）／累計 4,767 名
●卒業生数（大学院）／累計 37 名

平成 30 年 12 月 1 日現在

住所、氏名等の変更手続きがなければ郵送物
（会報誌等）が未着となりますので、必ずご連
絡くださいますようご協力よろしくお願い致
します。

　姓名・住所・電話番号・
勤務先等の変更がありまし
たら、校友会事務局までお
知らせください。変更手続
きはＨＰサイトからも可能
です。

▲ 

PCサイトはこちらから

　関西福祉大学校友会では、同期会・サークル OB 会等に、
助成を行っています。懐かしい先生に会いに来て、ゼミ会
をすることもできます。ホームカミングデーに併せて、ク
ラス会をするのも大歓迎！ 是非、個別校友会活動助成を
ご利用下さい。

個別校友会で集まろうかな？手続きは？と思った時は…
お気軽にお問い合わせください！

１. 申請方法及び報告書について
所定申請書に必要事項を記入、押印の上、開催の 1 ヶ月前ま
でに校友会事務局宛に提出して下さい。
書類は、関西福祉大学校友会 HP よりダウンロードできます。
活動した後は、報告書を活動終了後 1 ヶ月以内に提出して下
さい。その後、助成金をお振込いたします。

２. 助成内容について
活動に対する助成の基準は、下記のとおりです。助成の対象
となる活動は、主催者・対象者・活動種別が同一の場合、単
年度 1 回に限ります。

活動内容 助成内容
懇
親
お
よ
び

交
流
会

同期会
クラブ・サークルOB会
ゼミ・クラス会
その他の会合

研究会・講演会
コンサート等

出席者 1 名について 1,000 円
正会員（卒業生）・準会員（在学生）・
特別会員（教員）あわせて 5 名以上
の参加が必要です。

30,000 円を上限とし、助成します。
ただし、正会員（卒業生）・準会員（在
学生）・特別会員（教員）あわせて
10 名以上の参加が必要です。（正
会員・特別会員の参加者数が半数
以上の場合に限る。）

卒業後も集まろう !

ＴＥＬ　　0791-46-2715（校友会事務局）
メール 　koyukai@kusw.ac.jp
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